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協定の位置づけ

「大規模災害発生時における相互協力に関する協定」（以下「防災協定」という。）は、平成２３

 年８月４日締結の「高知県と西日本高速道路株式会社との包括的相互協力協定書」の第２条

 「協力事項」に規定する「防災・災害対策など地域の安全・安心の向上に関すること」について、

 施策の推進を図るため、その具体を定めるものです。
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防災協定の体系
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包括協定

防災協定

細目協定

県_知事

 

―

 

ＮＥＸＣＯ_社長

県_知事

 

―

 

ＮＥＸＣＯ_四国支社長

県_部長

 

―

 

ＮＥＸＣＯ_四国支社部長（保全部門）

県民の安全・安心の向上と地域社会の活性化、高速道路利用者の利便性向上と利用促進を

 
図ることを目的として、県とNEXCO西日本が相互の連携を強化し、双方の資源を有効に活用

 
することを規定

大規模災害発生時における災害対策の適正かつ円滑な遂行を図ることを目的として、災害対

 
策の実施に当たり、相互協力に必要な事項を規定
（１）協力の内容について（自らが行う業務に支障のない範囲において応諾）

▶高速道路施設の拠点等としての活用

 

▶緊急開口部を活用した緊急車両の通行

 

▶災害対策等に係る資機材、物資
の提供

 

▶災害情報及び道路情報の共有・道路利用者への提供

 

▶調査・復旧に関する技術的支援

 

▶相互の道路機
能の活用

 

▶その他必要と認められる事項

（２）協力要請について
（３）費用負担について
（４）情報連絡体制について
（５）防災訓練への相互参加について

防災協定の運用に関し、内容、適用範囲、手続き等の具体について規定
（１）活用可能な高速道路施設・緊急開口部の場所
（２）提供可能な資機材・物資の情報交換
（３）災害情報及び道路情報の共有方法、道路利用者への提供方法
（４）調査・復旧に関する技術的支援の内容
（５）相互の道路機能の活用の考え方
（６）協力要請の方法、書式等
（７）情報連絡体制の方法、書式等



協力の内容
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協定締結によるメリット
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防災協定を締結することにより想定されるメリットは、以下のとおりです。

想定されるメリット 防災協定の該当項目

災害発生時の初期対応の迅速化 ▶緊急開口部を活用した緊急車両の通行 ▶災害情報及び道路情報の共

 
有・道路利用者への提供 ▶相互の道路機能の活用

被災者への早期支援 ▶高速道路施設の拠点等としての活用 ▶緊急開口部を活用した緊急車両

 
の通行 ▶災害対策等に係る資機材・物資の提供 ▶災害情報及び道路情報

 
の共有・道路利用者への提供 ▶相互の道路機能の活用

復旧作業の迅速化 ▶高速道路施設の拠点等としての活用 ▶緊急開口部を活用した緊急車両

 
の通行 ▶災害対策等に係る資機材・物資の提供 ▶災害情報及び道路情報

 
の共有・道路利用者への提供 ▶調査・復旧に関する技術的支援 ▶相互の

 
道路機能の活用

住民、道路利用者の安全確保 ▶高速道路施設の拠点等としての活用 ▶災害情報及び道路情報の共有・

 
道路利用者への提供

県とＮＥＸＣＯの連携強化 ▶高速道路施設の拠点等としての活用 ▶緊急開口部を活用した緊急車両

 
の通行 ▶災害対策等に係る資機材・物資の提供 ▶災害情報及び道路情報

 
の共有・道路利用者への提供 ▶調査・復旧に関する技術的支援 ▶相互の

 
道路機能の活用 ▶防災訓練への参画
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